






























































組み合わせ (Pb, Pc ) を最適値とした。その結果、良好な記録が可能となり、熱特性の異
なる 6 種類のディスクにも適用できた。 
 
2. 磁気的超解像ディスクにおける開口サイズの維持（第 5 章） 
















3. 高密度トラックにおけるクロスライトの低減（第 6 章） 
トラックを形成するグルーブ（溝）に記録するだけではなく、グルーブ間のランドにも








































12 mrad）も満足し、記録密度は 4.6 Gbit/inch2に達した。なお、本研究の磁気的超解像デ
ィスクにおける開口の制御方式（第 5章）は光ディスク規格 AS-MO に採用された。 
